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４ 配偶者、恋⼈などからの暴⼒について
（１）ＤＶ相談窓⼝の認知度
問 24 あなたは配偶者や恋人などからの暴力について相談できる窓口を知っていますか。

（１つ選択）

1 知っている 2 知らない

配偶者や恋人などからの暴力について相談

窓口を知っているかについては、「知っている」

が 38.6％、「知らない」が 51.4％で、知らない

人の方が多くなっている。

男女別にみると、「知っている」割合は、男性で 33.5％、女性で 43.3％と、女性は男性より 9.8ポイ

ントほど認知度が高くなっている。

前回調査と比較すると、男性は 4.2ポイント減（37.7％→33.5％）で、女性はあまり変化しておらず

（43.3％→43.0％）、認知度は向上していない。

50歳未満でみると、男性は 32.9％、女性は 46.0％で、全体とほぼ同じ傾向を示している。

問 24 配偶者や恋人などからの暴力の相談窓口

問 24 配偶者や恋人などからの暴力の相談窓口【男女別】

問 24 配偶者や恋人などからの暴力の相談窓口【男女別・50歳未満】
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男女別・年齢別にみると、男性では 20代後半や 30代後半の若い世代で、「知っている」の割合が２

割と低く、相談窓口の認知度が低くなっている。

一方、女性では、概ねどの年代でも「知っている」割合が４～５割となっており、男性よりも認知

度が高くなっている。

【女性・年齢別】

問 24 配偶者や恋人などからの暴力の相談窓口

【男性・年齢別】
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（２）配偶者、恋⼈などからの暴⼒の有無
問 25 あなたは配偶者や恋人などのパートナーから次のようなことをされたことがありますか。

（各項目１つ選択）

配偶者や恋人などのパートナーからの暴力の有無についてみると、心理的暴力は「何度もあった」割

合が最も高く 6.8％となっており、「１、２度あった」も含めるとおよそ２割となっている。

また、身体的暴力については「何度もあった」が 2.5％だが、「１、２度あった」も含めると１割程度

となっている。

経済的圧迫や性的強要については、“あった”（「何度もあった」「１、２度あった」）割合は全体の５％

程となっている。

問 25 配偶者や恋人などからの暴力の有無（項目比較）

度

何
度

（１）身体的暴力 1 2 3

（２）心理的暴力（暴言、長期無視、過干渉、脅迫など） 1 2 3

（３）経済的圧迫（生活費を渡さないなど） 1 2 3

（４）性的強要 1 2 3
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男女別にみると、パートナーからの何らかの暴力が“あった”割合（「１、２度あった」「何度もあっ

た」割合の合計）は、全体として女性の方が高くなっている。

特に、心理的暴力が“あった”割合は、男性で 11.7％、女性で 22.8％であり、女性の方が１割程高く

なっている。身体的暴力についても“あった”割合は、男性で 4.2％、女性で 12.1％と、女性の方が 7.9

ポイント高く、女性のＤＶ被害が課題となっている。

また、前回調査と比較して、心理的暴力が“あった”割合は、男性で 1.7ポイント増（10.0％→11.7％）、

女性で 1.4ポイント増（21.4％→22.8％）で、若干増加している。身体的暴力があった割合は、男性で

2.0ポイント増（2.2％→4.2％）、女性で 1.3ポイント増（10.8％→12.1％）で、こちらも若干上昇して

いる。コロナ禍でテレワークや自粛生活が強いられる中、ＤＶの被害相談が全国的にも増加しており、

対策を講じることが重要となっている。

問 25 配偶者や恋人などからの暴力の有無（項目比較）【男女別】

男性 904人

女性 1,118人
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ア 相談先
【※ 問 25で「1、2度あった」「何度もあった」が１つでもあった方】

問 25-1 どこかに相談しましたか。（すべて選択）

1 警察に通報、相談した 2 警察以外の公的機関に相談した

3 民間の機関に相談した 4 医療機関に相談した

5 家族や親類に相談した 6 友人・知人に相談した

7 その他（ ） 8 どこにも相談しなかった

パートナーからの何らかの暴力を受けた人について、どこかに相談したかをみると、「どこにも相談

しなかった」の割合が全体の 64.3％と最も高く、次いで「友人・知人に相談した」が 18.5％、「家族や

親類に相談した」が 18.3％となっており、「公的機関」や「民間の機関」に相談した割合はかなり低く

なっている。

■その他の回答（抜粋）

・無視していた

・ＳＮＳでグチを書く

・児相・家庭児童相談室 など

問 25-1 どこに相談したか
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男女別にみると、「どこにも相談しなかった」割合は、男性が 75.9％、女性が 60.3％で、男性の方

が相談していない割合が高くなっている。また、「友人・知人に相談した」「家族や親類に相談した」

割合は、女性では２割あるものの、男性では１割程度となっており、特に男性はＤＶ被害が表面化し

ていない課題があると考えられる。

前回調査と比較すると、「どこにも相談しなかった」割合は、男性は 2.9ポイント減（78.8％→

75.9％）だが、女性では 7.3ポイント増（53.0％→60.3％）で、相談窓口の認知度の向上や女性の相

談しやすい体制づくりが喫緊の課題と考えられる。

問 25-1 どこに相談したか【男女別】
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イ 相談しなかった理由
※ 問 25-1で「8 どこにも相談しなかった」と回答した方

問 25-2 相談しなかったのはなぜですか。（すべて選択）

1 どこに相談してよいかわからなかったから

2 相談しても無駄だと思ったから

3 相談したことがわかると仕返しされると思ったから

4 自分さえ我慢すればよいと思ったから

5 自分にも悪いところがあると思ったから

6 相談するほどのことでもないと思ったから

7 恥ずかしくてだれにも言えなかった

8 その他（ ）

パートナーからの何らかの暴力を受けた人の中で、「どこにも相談しなかった」と回答した人の理由

をみると、「相談するほどのことでもないと思ったから」の割合が 60.4％で最も高く、次いで、「自分さ

え我慢すればよいと思ったから」と「自分にも悪いところがあると思ったから」が 26.7％となっている。

■その他の回答（抜粋）

・相談すると長期化すると思ったから

・別れればいい ・相手と別れた

・自分で対処解決できた ・やりかえしたから

・話を聞いてくれない家族が多かった

・酒癖が悪く、寝ると収まるから

・安い洋服等を買ってうさばらしした など

問 25-2 相談しなかった理由
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男女別にみると、「相談するほどのことでもないと思ったから」の割合は、男性で 68.2％、女性で 57.4％

となっており、男性の方が 10.8ポイント高くなっている。

また、男性では「自分にも悪いところがあると思ったから」（33.0％）や「相談しても無駄だと思った

から」（26.1％）が高く、女性では「自分さえ我慢すればよいと思ったから」（27.4％）が高くなってお

り、気軽に相談できるようなきっかけや環境づくりが課題と考えられる。

問 25-2 相談しなかった理由【男女別】
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ウ 暴⼒を受けた後の対応
※ 問 25で「1、2度あった」「何度もあった」が１つでもあった方

問 26 あなたは配偶者や恋人などのパートナーからそのような行為を受けたとき、どうしましたか。

（１つ選択）

1 相手と別れた

2 別れたいと思ったが、別れなかった

3 別れようとは思わなかった

パートナーからの何らかの暴力を受けた人

のその後の対応については、実際に「相手と別

れた」割合が 14.9％となっている。

一方、「別れたいと思ったが、別れなかった」

が 41.3％、「別れようとは思わなかった」が

37.9％で、別れていない割合が約８割となって

いる。

男女別にみると、「相手と別れた」割合は、男性が 13.8％、女性が 15.6％で、女性の方が若干高くな

っている。また、「別れたいと思ったが、別れなかった」割合は、男性が 27.6％、女性が 44.8％で、女

性の方が 17.2ポイント高く、我慢をしている女性が多いことがうかがえる。

50歳未満でみると、男女の違いは小さくなっているが、比較的若い年齢層でも「別れたいと思ったが、

別れなかった」割合は、女性の方が高くなっている。

問 26 ＤＶ後の対応

問 26 ＤＶ後の対応【男女別】

問 26 ＤＶ後の対応【男女別・50歳未満】


